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通
常
総
会
　
記
念
講
演

〜
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
〜
負
け
て
な
る
も
の
か
！

株
式
会
社
マ
イ
ヤ
　
代
表
取
締
役
会
長
　
米
谷
　
春
夫
　
氏

　

通
常
総
会
に
先
立
ち
、

株
式
会
社
マ
イ
ヤ
代
表
取

締
役
会
長
の
米
谷
春
夫
氏

が
「
〜
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
〜
負
け
て
な
る

も
の
か
！
」
と
題
し
記
念

講
演
を
行
っ
た
。

　

平
成
３
年
に
株
式
会
社

マ
イ
ヤ
代
表
取
締
役
社
長

に
就
任
、
平
成
30
年
か
ら

は
代
表
取
締
役
会
長
を
務

め
る
米
谷
氏
は
、
岩
手
県
法
人
会
連
合
会
副
会
長
、
気
仙

地
区
法
人
会
会
長
、
大
船
渡
商
工
会
議
所
会
頭
、
岩
手
県

商
工
会
議
所
連
合
会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
。
今
年
、
気
仙

地
区
法
人
会
を
退
任
す
る
こ
と
を
受
け
、「
改
め
て
12
年

前
の
震
災
を
振
り
返
り
、
法
人
会
の
卒
業
記
念
と
し
て
少

し
で
も
皆
さ
ま
の
役
に
立
つ
お
話
が
で
き
れ
ば
」
と
講
演

の
冒
頭
に
挨
拶
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
時
、
同
社
で
は
気
仙
地
区
に
あ
っ
た
５

店
舗
と
大
槌
町
に
あ
っ
た
１
店
舗
、
惣
菜
工
場
や
営
業
本

部
が
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
が
、
各
店
舗
の
店
長
は
地
震

後
す
ぐ
に
お
客
様
の
誘
導
を
始
め
屋
上
へ
と
避
難
。
後
に

発
行
さ
れ
た
新
聞
紙
面
で
は
「
59
人
が
奇
跡
の
生
還　

マ

イ
ヤ
５
階
建
て
ビ
ル
が
命
を
救
っ
た
」
と
本
店
屋
上
で
の

救
護
活
動
が
報
道
さ
れ
た
。

　

同
社
で
は
休
暇
中
だ
っ
た
社
員
の
な
か
に
亡
く
な
っ
た

方
は
い
た
も
の
の
、
勤
務
中
の
社
員
の
犠
牲
者
は
ゼ
ロ
。

そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
米
谷
氏
が
挙
げ
た
の
が
、
毎
年
行

な
っ
て
い
た
防
災
訓
練
だ
。「
創
業
者
で
あ
る
先
代
は
海

軍
出
身
。
防
災
訓
練
も
非
常
に
厳
し
か
っ
た
。
訓
練
中
に

白
い
歯
を
見
せ
た
社
員
が
い
れ
ば
最
初
か
ら
や
り
直
し
。

そ
の
薫
陶
を
受
け
た
社
員
が
店
長
の
立
場
に
い
た
こ
と
も

幸
い
し
た
」

　

津
波
に
よ
る
被
災
を
気
仙
地
区
で
唯
一
免
れ
た
大
船
渡

の
内
陸
部
の
店
舗
で
は
、
停
電
や
断
水
が
続
く
な
か
、
当

日
の
夕
方
か
ら
駐
車
場
に
ワ
ゴ
ン
を
出
し
営
業
を
再
開
。

値
段
を
50
円
刻
み
に
し
、
端
数
は
す
べ
て
切
り
下
げ
。
で

き
る
だ
け
多
く
の
人
の
手
に
渡
る
よ
う
に
と
米
な
ど
も
小

袋
に
分
け
て
販
売
し
た
と
い
う
。「
こ
れ
ら
は
す
べ
て
店

長
の
自
主
的
な
判
断
。
常
日
頃
か
ら
ど
ん
な
天
災
が
あ
ろ

う
と
、
戸
板
１
枚
あ
れ
ば
商
売
を
続
け
ろ
と
い
う
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
社
内
で
と
れ
て
い
た
」と
米
谷
氏
は
振
り
返
る
。

　

震
災
か
ら
わ
ず
か
半
年
後
の
８
月
４
日
に
は
、
被
害
の

非
常
に
大
き
か
っ
た
陸
前
高
田
市
に
仮
設
店
舗
を
オ
ー
プ

ン
。
ほ
か
に
も
直
売
所
を
借
り
た
り
プ
レ
ハ
ブ
を
建
て
て

食
料
品
や
日
用
品
を
販
売
。
ま
た
移
動
販
売
車
に
商
品
を

供
給
す
る
な
ど
、
被
災
地
の
日
常
を
守
り
取
り
戻
す
努
力

を
同
社
は
続
け
た
。

役　職 氏　名 事業所名
31 理　事 清水　成樹 ㈱開成エンタープライズ
32 理　事 田中　広江 ㈲アイドカ
33 理　事 佐々木和彦 ㈱三ツ星商会
34 理　事 田村　清記 ㈱田清
3５ 理　事 三田　義之 ㈱三田商店
36 理　事 蝦名　紹功 ㈱バセロン
37 理　事 石亀　賢一 ㈲石亀酒店
38 理　事 鳥居　清孝 ㈱イワテブライダルセンター
39 理　事 長野　克司 東邦スワン㈱
40 理　事 元持　雅行 岩手トヨペット㈱
41 理　事 遠藤　邦則 ㈱遠藤製作所
42 理　事 佐々木太介 ㈱宮崎商店
43 理　事 佐々木盛雄 佐々木建設㈱
44 理　事 八重樫政泰 泉金物産㈱
4５ 理　事 小山　克也 ㈱大東環境科学
46 理　事 池田　　学 ㈱テレビ岩手 〇印は新

役　職 氏　名 事業所名
47 理　事 水本　　進 水本重機㈱
48 理　事 菅原　和彦 ㈱岩手日報社
49 理　事 山田　　隆 ㈱山田酒店
５0 理　事 佐藤　健志 ㈱東北銀行
５1 理　事 千葉　祐嗣 岩手地所㈱
５2 理　事 髙橋　　守 ㈱高建重機
５3 理　事 木村　昭仁 ㈲緑の風
５4 理　事 小原　圭悟 ㈱小原商店
５５ 理　事 佐藤　　晃 ㈲ファーストコートサービス
５6 理　事 白澤　　仁 ㈱栄建
５7 理　事 小林　　要 ㈱小林精機
1 監　事 荒道　泰之 ㈱川徳
2 監　事 大泉　衆一 アーク㈱
3 監　事 菊池　康弘 東北税理士会盛岡支部長
1 顧　問 髙橋　真裕 ㈱岩手銀行
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盛
岡
法
人
会
第
11
回
（
令
和
５
年
度
）
通
常
総
会
を
開
催

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
承
認

　

公
益
社
団
法
人
盛
岡
法
人
会
の
第
11
回
（
令
和
５
年

度
）
通
常
総
会
が
６
月
５
日
（
月
）、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
た
。
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
で
、
57
名
の
理
事
、
３
名
の
監
事
を

承
認
。
総
会
後
の
臨
時
理
事
会
で
、
田
口
幸
雄
氏
の
会
長

再
任
を
は
じ
め
新
役
員
が
選
任
さ
れ
た
。

前
年
比
増
の
事
業
費
を
計
上

　

総
会
に
は
、
３
月
31
日
現
在
の
正
会
員
数
２
０
２
６
会

員
中
、
議
決
権
出
席
１
３
１
会
員
、
委
任
状
出
席
７
９

４
、
計
９
２
５
会
員
が
出
席
し
た
。

　

第
１
部
の
記
念
講
演
で
は
、
株
式
会
社
マ
イ
ヤ
代
表
取

役　職 氏　名 事業所名
16 理　事 立花　　裕 JI-GLOBA ㈱
17 理　事 藤原　誠司 ㈱南部会館
18 理　事 柏　眞喜子 東北公営企業㈱
19 理　事 篠村　光利 篠村建設㈱
20 理　事 水本　　孝 ㈱水清建設
21 理　事 平野　佳則 ㈱平金商店
22 理　事 中川原　繁 ㈱中川原商店
23 理　事 鎌田　英樹 ㈱ IBC 岩手放送
24 理　事 佐藤　　康 ㈱大観
2５ 理　事 藤村　文昭 ㈱藤村商会
26 理　事 小苅米秀樹 ㈱ベルジョイス
27 理　事 内舘　　茂 ㈱理創生活
28 理　事 髙橋　憲功 ㈲髙橋工務店
29 理　事 栗谷川幸二 みちのくコカコーラボトリング㈱
30 理　事 石塚　恭路 ㈱北日本銀行

令和 5 ～ 6 年度　公益社団法人盛岡法人会　役員名簿
役　職 氏　名 事業所名

1 会　長 田口　幸雄 ㈱岩手銀行
2 副会長 佐藤　重昭 徳清倉庫㈱
3 副会長 藤村　吉隆 ㈲藤村仏具本店
4 副会長 淺沼　　晃 盛岡信用金庫
５ 副会長 工藤　隆一 ㈱わしの尾
6 副会長 久慈　竜也 ㈱久慈設計
7 副会長 池野　　環 盛岡糖粉㈱
8 副会長 熊谷　松亮 盛岡ガス㈱
9 専務理事 柳田　　修 （一社）岩手県法人会連合会
10 理　事 宮田　克明 ㈱宮田エステイト
11 理　事 岩舘　政明 ㈲駒龍
12 理　事 内村　和男 ㈱マルユーホーム
13 理　事 小山田周右 ㈱小山田工業所
14 理　事 菊地　善雄 ㈱愛真館
1５ 理　事 齊藤　哲哉 ㈱三協メディケア

　

チ
リ
地
震
の
あ
っ
た
翌
年
に
創
業
し
た
同
社
。
東
日
本

大
震
災
の
起
き
た
２
０
１
１
年
は
創
業
50
周
年
の
年
だ
っ

た
。「『
再
創
業
』
を
掲
げ
、
も
う
一
度
や
り
直
し
だ
と
い

う
気
持
ち
で
が
ん
ば
っ
て
き
た
」
と
米
谷
氏
は
語
る
。
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
べ
く
、
気
仙
地
区
で
の
営
業

の
再
開
と
と
も
に
、
さ
ら
に
そ
の
先
を
見
据
え
た
新
た
な

経
営
戦
略
を
展
開
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
総
合
量
販
店

か
ら
脱
却
し
、
得
意
分
野
で
あ
る
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
特
化
。県
内
陸
部
へ
の
進
出
も
意
欲
的
に
図
る
。

　

ま
た
非
常
に
大
き
な
決
断
と
し
て
、
東
北
の
同
業
他
社

３
社
と
と
も
に
持
ち
株
会
社
を
設
立
。
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
た
事
業
を
展
開
し
、
着
実
に
そ
の
成
果
を
生

み
出
し
て
い
る
。

　

「
災
害
時
に
必
要
な
の
は
迅
速
な
意
思
決
定
と
伝
達
。

取
引
先
と
の
日
頃
か
ら
の
良
好
な
関
係
も
ス
ム
ー
ズ
な
商

品
供
給
に
大
き
く
作
用
し
た
。
ま
た
従
業
員
こ
そ
が
最
大

で
最
良
の
経
営
資
源
で
あ
る
こ
と
も
あ
の
震
災
で
思
い
知

ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
実
感
し
た
の
は
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ま
ち
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
事
業
を
営

ん
で
い
る
こ
と

に
改
め
て
喜
び

と
誇
り
を
感
じ

た
」
と
米
谷

氏
。
と
き
に

ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
語
ら

れ
る
経
験
に
基

づ
い
た
含
蓄
深

い
言
葉
の
数
々

に
、
１
４
０
名

を
超
え
る
聴
衆

は
熱
心
に
聞
き

入
っ
た
。
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開催日：令和 ５ 年 6 月 26 日（月）
講　師：川口　宏之 氏
　　　　（公認会計士　コンサルタント）
参加者：3５ 名

中小企業のための電子帳簿保存法対策
開催日：令和 ５ 年 ５ 月 17 日（水）
講　師： 盛岡税務署
　　　　大友上席国税調査官
参加者：10 名

決算説明会
開催日：令和 ５ 年 4 月 11 日（火）
講　師： 雨間　けい子 氏
　　　　（篤志館　代表）
参加者：31 名

新入社員研修

公益事業活動

締
役
会
長
の
米
谷
春
夫
氏
が
「
〜
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
〜
負
け
て
な
る
も
の
か
！
」
の
演
題
で
講
演
。
震
災

当
時
の
店
舗
の
状
況
や
、
そ
の
後
の
復
興
、
今
後
の
展
望

な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

第
２
部
の
通
常
総
会
で
は
、
冒
頭
の
挨
拶
で
田
口
幸
雄

会
長
が
米
谷
氏
の
講
演
に
触
れ
、「
東
日
本
大
震
災
を
決

し
て
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
再
認
識
す
る
と
と

も
に
、
改
め
て
そ
の
教
訓
を
新
た
に
し
た
」
と
話
す
と
と

も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
５
類
移
行
を
受
け
県
内

経
済
の
活
発
化
が
進
む
な
か
、「
当
法
人
も
会
員
の
増
強

を
は
じ
め
積
極
的
な
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
、
引

き
続
き
の
支
援
や
協
力
を
会
員
に
訴
え
た
。

　

議
事
は
田
口
会
長
を
議
長
に
進
行
。
令
和
４
年
度
の
事

業
と
収
支
決
算
が
報
告
さ
れ
、
原
案
通
り
に
承
認
さ
れ

た
。
続
い
て
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
を
報

告
。
事
業
費
の
予
算
に
つ
い
て
は
前
年
比
１
０
０
万
円
余

増
の
３
２
９
０
万
円
余
を
計
上
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
5
月
の
理

事
会
で
承
認
さ
れ
た
新
任
9
名
を
含
む
役
員
候
補
者
一
人

ひ
と
り
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、全
員
が
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
は
、「
岩
手
県
法
人
会
連
合
会
会
長
表
彰
」「
盛

岡
法
人
会
会
長
感
謝
状
」「
会
員
増
強
表
彰
」「
盛
岡
税
務

署
長
感
謝
状
」
の
各
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
に
は
賞

状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　

続
く
臨
時
理
事
会
で
は
、
正
副
会
長
、
専
務
理
事
の
選

任
が
お
こ
な
わ
れ
、
再
任
の
田
口
会
長
以
下
、
新
体
制
で

の
盛
岡
法
人
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

通
常
総
会
、
臨
時
役
員
会
の
後
に
は
、
４
年
ぶ
り
に
会

員
交
流
会
を
開
催
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
会
員
同

士
が
交
流
を
深
め
た
。

表
彰
（
敬
称
略
）

【
岩
手
県
法
人
会
連
合
会
会
長
表
彰
】

岩
野　

法
光
（
㈱
岩
野
商
会
）

柏　

眞
喜
子
（
東
北
公
営
企
業
㈱
）

【
盛
岡
法
人
会
会
長
感
謝
状
】

守
屋　

史
子
（
八
幡
自
動
車
㈱
）

小
林　

清
之
（
㈱
小
林
精
機
）

【
会
員
増
強
表
彰
】

淺
沼　

晃
（
盛
岡
信
用
金
庫
）
田
口　

幸
雄
（
㈱
岩
手
銀
行
）

石
塚　

恭
路
（
㈱
北
日
本
銀
行
）
佐
藤　

健
志
（
㈱
東
北
銀
行
）

小
林　

清
之
（
㈱
小
林
精
機
）
水
本　

進
（
水
本
重
機
㈱
）

【
盛
岡
税
務
署
長
感
謝
状
】

小
林　

清
之
（
㈱
小
林
精
機
）

盛岡法人会会長感謝状

盛岡税務署長感謝状

岩手県法人会連合会会長表彰

会員増強表彰
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盛岡税務署からのお知らせ



　

岩
手
日
報
は
、
報
道
に
よ
っ
て
皆
さ

ま
の
知
り
た
い
こ
と
を
伝
え
、
広
告
を

通
じ
て
有
用
な
企
業
・
商
品
情
報
を
提

供
。
主
催
事
業
で
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
一
端
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
７
月
21
日
に
１
４
７
周
年
と
な

り
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
平

坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
題
号
の

変
遷
が
示
し
て
い
ま
す
。
明
治
９
年

（
１
８
７
６
）
の
巖
手
新
聞
誌
に
始
ま

り
、
日
進
新
聞
、
岩
手
新
聞
（
後
に
巖

手
新
聞
）、
巖
手
日
日
新
聞
、
巖
手
公

報
（
終
刊
直
前
に
は
休
刊
し
合
併
相
手

の
盛
岡
日
報
を
配
達
）、
巖
手
日
報

（
後
に
岩
手
日
報
）、
新
岩
手
日
報
（
後

に
岩
手
日
報
＝
現
在
ま
で
）
と
変

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

苦
し
い
経
営
ゆ
え
の
譲
渡
や
合
併
、

さ
ら
に
は
分
裂
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
曲
折
を
経
な
が
ら
も

命
脈
を
保
ち
、
発
行
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
の
は
、
県
民
・
読
者
の
励
ま
し
と
支

え
が
あ
る
か
ら
こ
そ
。
そ
の
思
い
を
忘

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

源
流
の
巖
手
新
聞
誌
を
創
刊
し
た
の

は
、
近
江
商
人
・
小
野
組
の
幹
部
で
活

版
業
者
で
す
。
そ
の
年
、
明
治
天
皇
が

東
北
各
地
を
巡
幸
さ
れ
る
の
を
機
に
発

行
を
決
意
し
、
巡
幸
の
記
事
な
ど
を
掲

載
し
ま
し
た
。
冊
子
様
式
の
「
新
聞

誌
」
は
１
号
で
終
わ
り
ま
し
た
が
、
１

カ
月
後
に
日
進
新
聞
を
発
刊
し
ま
す
。

　

草
創
期
は
本
当
に
大
変
で
し
た
。
発

行
部
数
は
数
百
部
に
す
ぎ
ず
、
明
治
後

半
に
よ
う
や
く
数
千
部
に
。
現
在
の
部

数
約
17
万
部
と
比
べ
る
と
、
市
場
規
模

の
違
い
が
分
か
り
ま
す
。

　

時
を
重
ね
て
報
道
体
制
を
強
化
し
て

き
ま
し
た
。
昔
の
紙
面
を
見
る
と
、
い

役
立
つ
情
報
　
時
代
と
共
に

株
式
会
社
岩
手
日
報
社　
代
表
取
締
役
社
長
　
川
村
　
公
司

つ
の
時
代
も
記
者
が
精
力
的
に
取
材
し

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
例
え
ば
明
治

の
大
津
波
で
は
、
交
通
手
段
が
限
ら
れ

た
中
で
被
災
地
に
特
派
員
が
入
り
、
被

害
を
詳
報
し
て
い
ま
す
。

　

広
告
も
経
営
を
支
え
ま
し
た
。
明
治

期
に
目
立
つ
の
は
呉
服
店
で
、
大
き
な

広
告
が
競
う
よ
う
に
出
稿
さ
れ
て
い
ま

す
。
広
告
は
時
代
を
映
す
鏡
で
す
。

　

明
治
の
約
30
年
間
は
現
在
の
盛
岡
市

中
ノ
橋
通
１
丁
目
を
拠
点
に
発
行
。
や

が
て
中
央
通
１
丁
目
に
移
り
ま
し
た
が

類
焼
に
遭
い
（
一
時
仮
住
ま
い
後
に
再

建
）、
戦
時
に
は
建
物
疎
開
で
内
丸
に

移
転
し
ま
し
た
。
昭
和
36
年
（
１
９
６

１
）
に
再
び
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
た

め
、
近
接
地
に
３
階
建
て
社
屋
を
新
築

し
、
そ
の
後
、
５
階
に
増
築
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
現
在
の
本
社
で
す
。

　

本
紙
は
岩
手
の
発
展
、
経
済
の
成
長

に
伴
っ
て
販
売
や
広
告
の
実
績
を
伸
ば

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
、
メ
デ
ィ
ア
を
取
り
巻
く

環
境
は
変
わ
り
、
新
聞
も
あ
り
よ
う
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
県
民
の
暮
ら
し
に

役
立
つ
存
在
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
伝

統
を
大
切
に
し
つ
つ
、
時
代
の
要
請
に

応
え
て
変
革
に
挑
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

老
舗
訪
問
vol.

07

昭和 37 年（1962）に建てられた新社屋。当時は 3 階建て

昔の広告紙面の一部 = 明治 39 年（1906）

平成 28 年（2016）、矢巾町に完成した制作センターの輪転機

鉛活字で組んだ最後の年、昭和 56 年（1981）の紙面大組み
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女性部会活動報告

青年部会事業報告会

　女性部会事業報告会は 5 月 23 日（火）ホテルメトロポ
リタン盛岡ニューウイングで開催され、来賓 6 名、会員
42 名（うち委任状出席 23 名）の出席のもと、令和 5 年度
事業計画および令和 4 年度収支決算が承認されました。ま
た本年度は役員改選期にあたり、新しい部会長に池野環さ
ん（盛岡糖粉㈱）が選任されました。このほか、副部会長
に川村チエ子さん（盛岡ターミナルビル㈱）、幹事に廣田
夕佳子さん（野村證券㈱盛岡支店）が新任されました。当
日は、女性部会の新規事業となる食品ロス削減推進プロ
ジェクト（担当副部会長：岩舘早苗さん）が企画した研修
会も開催され、食品ロスの現状と課題について理解を深め
ることが出来ました。

　第 11 回事業報告会が 5 月 9 日（火）にホテルメトロポリタン盛岡ニューウイングで開催され、令和 4 年度
の事業報告並びに決算、令和 5 年度の事業計画及び予算が承認され、任期満了に伴う役員改選では新部会長に
熊谷松亮氏（盛岡ガス㈱）が選任されました。新役員は次の通りです。

　事業報告会後には盛岡税務署　小野昌俊副署長
により「国税査察制度の概要」と題して講演会が
行われました。

食品ロス削減研修会 事業報告会

部会役職 氏　名 事業所名
顧　問 村井　汀子 村井商事㈱
顧　問 守屋　史子 八幡自動車㈱
部会長 池野　　環 盛岡糖粉㈱

副部会長 柏　眞喜子 東北公営企業㈱
副部会長 岩舘　早苗 ㈲駒龍
副部会長 川村チエ子 盛岡ターミナルビル㈱
幹　事 府金千佳子 府金製粉㈱
幹　事 三浦加容子 ㈱盛岡駅前ビル
幹　事 佐藤　明子 ㈲佐藤運輸
幹　事 中川めぐみ 中川総業㈱
幹　事 内舘　良子 ㈱理創生活
幹　事 高橋まどか 丸高商事㈱
幹　事 廣田夕佳子 野村證券㈱盛岡支店

　　　　　　女性部会役員名簿　　　　（敬称略）

部会役職 氏　名 事業所名
部　会　長 熊谷　松亮 盛岡ガス㈱
直前部会長 山田　　隆 ㈱山田酒店

副部会長（総務） 大泉　勝嗣 アーク㈱
副部会長（研修） 坂下　大輔 ㈱和かな
副部会長（組織） 中野美知子 ㈲アライブ
副部会長（税制） 楢山　直孝 智創税理士法人盛岡事務所
副部会長（厚生） 笹川　　保 クロスポイント㈱
副部会長（広報） 伊藤　　敬 ㈱ g-plus
副部会長（渉外） 大久保　誠 リアス観光㈱雫石営業所

総務委員長 波紫　裕司 平和観光開発㈱
研修委員長 小林　周平 ㈲小林燃料センター
組織委員長 安達　智彦 ㈱アダチ
税制委員長 横澤　盛毅 ㈱肉の横沢
厚生委員長 小網　裕三 小網不動産鑑定事務所
広報委員長 齊藤　義成 ㈱齊藤興業
渉外委員長 室岡　直樹 ㈲カギハシ

総務副委員長 石井　　仁 ㈲アイドカ
研修副委員長 中村　祐紀 ㈲外山商店
組織副委員長 藤澤　達彦 フジ・リテール㈱
税制副委員長 長野　雅樹 ㈲友栄設備
厚生副委員長 川崎奈々子 大同生命保険㈱きた東北支社
広報副委員長 横手　伸和 盛岡ガス㈱
渉外副委員長 長澤　武久 ㈱竹芳

監　 事（親会） 長野　克司 東邦スワン㈱
監　 事 浦田　　学 ㈱浦田燃料

　　　　　　青年部会役員名簿　　　　（敬称略）

講師：岩手県環境生活部資源循環推進課　安倍 侑野 氏

新部会長に選任された熊谷松亮氏

講師の盛岡税務署　小野昌俊副署長

守屋史子前部会長を囲んで記念撮影

ホームページにて
情報公開中→
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法人会会員専用
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　公益社団法人盛岡法人会は、盛岡市、八幡平市、滝沢市、
紫波町、矢巾町、雫石町、岩手町、葛巻町、に本社を置
く企業（法人）の経営者及び賛助会員、個人を会員とす
る団体で、会員相互の交流と研修、社会貢献活動などを
行っています。

『もりおか通信』は盛岡法人会のホームページでご覧になれます。
http://iwate-ho.jp/morioka/

　法人会では、それぞれの地域で様 な々活動を行っており、「自ら
の向上」と「社会への貢献に参加する喜び」を共に分かち合える
仲間を募集しております。
　入会に関する資料の請求は TEL  ０19-654-4955 又はホーム
ページ（http://iwate-ho.jp/morioka/）よりお願いいたします。

会　員　募　集

盛岡法人会のホームページから無料でセミナーがご覧いただけます。
http://iwate-ho.jp/morioka/

インターネット・セミナーのご案内

盛岡法人会の行事案内
令和 ５ 年 8 月 21 日（月） 決算説明会　13：30 〜 1５：30
 会　場：岩手県法人会館
 講　師：盛岡税務署職員
令和 ５ 年 8 月 23 日（水） 新設法人説明会　13：30 〜 1５：30
 会　場：岩手県法人会館
 講　師：盛岡税務署職員
令和 ５ 年 8 月 2５ 日（金） 経営セミナー　14：00 〜 16：00
 「インボイス制度　直前対策講座」
 会　場：岩手県法人会館
 講　師：中島　祥貴　氏（税理士）
令和 ５ 年 9 月 ５ 日（火） 確定申告書の見方書き方講座　13：30 〜 16：30
 会　場：岩手県法人会館
 講　師：盛岡税務署職員
令和 ５ 年 9 月 26 日（火） 中小企業セミナー　14：00 〜 16：00
 「インボイス制度導入で取引実務はどう変わる？」
 会　場：岩手県法人会館
 講　師：川井　隆史　氏（税理士・公認会計士）


